
(57)【要約】

【課題】　短い接続距離でも自由度の高い接続をするこ

とを簡素な構成で容易に実現する。

【解決手段】　流体を吸入する吸入孔１１を備えた本体

部５と、上記本体部５の下部から離れ上記本体部５の下

部近傍に上端部側が位置し下方側に長く延びた管状の部

材９とを互いに接続するための継手１において、上記管

状部材９を上記本体部５から吊り下げて支持する吊り下

げ支持部材１３と、上記管状部材９の上端の開口部と上

記本体部５の吸入孔１１との間に流体を流すための流体

経路を形成すると共に、変形しうるように構成された流

体経路形成部材１５とを有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 吸 入 す る 吸 入 孔 を 備 え た 本 体 部 と 、 上 記 本 体 部 の 下 部 近 傍 に 上 端 部 側 が 位 置 し 、 下
端 部 側 が 下 方 側 に 延 び た 管 状 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手 に お い て 、
　 上 記 管 状 部 材 を 上 記 本 体 部 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と ；
　 上 記 管 状 部 材 の 上 端 の 開 口 部 と 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 と の 間 に 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路
を 形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と ；
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 継 手 に お い て 、
　 上 記 吊 り 下 げ 支 持 部 材 は 、 上 記 本 体 部 に 上 端 部 側 が 接 続 さ れ 上 記 管 状 部 材 の 上 端 部 ま た
は こ の 上 端 部 近 傍 に 下 端 部 側 が 接 続 さ れ る 鎖 、 ワ イ ヤ ー ま た は 中 折 れ ロ ッ ド で 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 継 手 に お い て 、
　 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 は 、 シ ー ト 状 の 素 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 上 端 部 側 が 上 記 本
体 部 の 上 記 吸 入 孔 を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 に 固 定 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 管 状 部 材 上 端 の 開
口 部 を 囲 む よ う に 上 記 管 状 部 材 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 継 手 に お い て 、
　 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 で 流 体 を 吸 引 す る こ と に よ っ て 上 記 筒 状 の 流 体 経 路 形 成 部 材 の 内 側
に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 流 体 が 流 れ 、 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 が 内 側 に 窄 ま っ た 状 態 に お け
る 最 も 窄 ま っ て い る 部 位 の 内 径 は 、 上 記 吸 入 孔 の 内 径 ま た は 上 記 管 状 部 材 の 内 径 と ほ ぼ 同
じ 内 径 に な る こ と を 特 徴 と す る 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
流 体 を 吸 入 す る 吸 入 孔 を 備 え た 本 体 部 と 、 上 記 本 体 部 の 下 部 近 傍 に 上 端 部 が 位 置 し 下 端 部
側 が 下 方 側 に 延 び た 管 状 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手 に お い て 、
　 上 記 管 状 部 材 の 上 端 の 開 口 部 と 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 と の 間 に 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路
を 形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 を 備 え 、
　 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 は 、 シ ー ト 状 の 素 材 を 筒 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 上
端 部 側 が 上 記 本 体 部 の 上 記 吸 入 孔 を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 に 固 定 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 管
状 部 材 の 上 端 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 上 記 管 状 部 材 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 継 手
。
【 請 求 項 ６ 】
流 体 を 吸 入 し ま た は 吐 出 す る 第 １ の 開 口 部 を 備 え た 第 １ の 部 材 と 、 こ の 第 １ の 部 材 の 下 部
か ら 離 れ て 上 記 第 １ の 部 材 の 下 部 近 傍 に 位 置 し 、 流 体 を 吸 入 し ま た は 吐 出 す る 第 ２ の 開 口
部 を 備 え た 第 ２ の 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手 に お い て 、
　 上 記 第 ２ の 部 材 を 上 記 第 １ の 部 材 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と ；
　 上 記 第 １ の 開 口 部 と 上 記 第 ２ の 開 口 部 と の 間 で 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を 形 成 す る と
共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と ；
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 部 材 の 継 手 。
【 請 求 項 ７ 】
本 体 部 が 海 上 に 浮 い て い る 状 態 で 深 層 水 を 上 記 本 体 部 で 汲 み 上 げ る 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 に
お い て 、
　 上 記 本 体 部 に 設 け ら れ 深 層 水 を 吸 入 す る 吸 入 孔 と ；
　 深 層 水 を 上 記 吸 入 孔 で 汲 み 上 げ る た め に 、 上 記 本 体 部 の 下 部 近 傍 に 上 端 部 側 が 位 置 し 、
下 端 部 側 が 下 方 側 に 延 び て 設 け ら れ た ラ イ ザ ー 管 と ；  
　 上 記 ラ イ ザ ー 管 を 上 記 本 体 部 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と ；
　 上 記 ラ イ ザ ー 管 の 上 端 の 開 口 部 か ら 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 へ 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を
形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と ；
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　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 部 材 同 士 を 互 い に 接 続 す る 継 手 お よ び こ の 継 手 を 使 用 し た 深 層 水 汲 み 上 げ 装
置 に 係 り 、 特 に 、 各 部 材 に 設 け ら れ た 開 口 部 同 士 を 互 い に 接 続 す る 継 手 と こ の 継 手 を 使 用
し た 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 互 い が 僅 か に 芯 ず れ し て い る （ 変 位 し て い る ） 管 同 士 、 た と え ば 、 各 管 の 延 伸 方
向 が 僅 か に 異 な っ て お り 、 ま た は 、 各 管 の 延 伸 方 向 の 中 心 軸 の 位 置 が 僅 か に 異 な っ て い る
（ せ ん 断 方 向 の ず れ が あ る ） 管 同 士 や 、 振 動 す る 管 同 士 （ 互 い の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 時 刻
の 経 過 と 共 に 変 化 す る 管 同 士 ） を 、 流 体 を 通 す た め に 接 続 す る 管 継 手 と し て 、 筒 状 の 金 属
性 ベ ロ ー ズ を 用 い た 管 継 手 （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 伸 縮 可 撓 性 を 有 し た Ｐ Ｔ
Ｆ Ｅ フ ィ ル ム と 無 機 繊 維 ク ロ ス と か ら な る 筒 状 の 膜 体 で 構 成 さ れ 肉 厚 が 上 記 管 材 の 肉 厚 と
ほ ぼ 同 じ 肉 厚 に 形 成 さ れ て い る 管 継 手 （ た と え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト
を 用 い た 構 成 の 管 継 手 が 知 ら れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 “ 株 式 会 社 　 東 京 螺 旋 管 製 作 所 の ホ ー ム ペ ー ジ ” 、 ［ 平 成 １ ６ 年 ２ 月 １
８ 日 検 索 イ ン タ ー ネ ッ ト ］ 、 ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ：  http://www.tf.technoholdings.co.jp/trs/sent
ei.html＞
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ５ ７ ６ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 従 来 の 各 管 継 手 （ 継 手 ） は 、 主 に 陸 上 に 設 置 さ れ て い る 管 同 士 を 接 続 す
る た め の も の で あ り 、 互 い の 芯 ず れ の 量 が 少 な い 場 合 、 た と え ば 、 各 管 の 延 伸 方 向 が 数 度
だ け ず れ て い る 場 合 や 各 管 の せ ん 断 方 向 の ず れ が 数 十 ミ リ メ ー ト ル で あ る 場 合 に お い て 、
各 管 同 士 を 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 各 管 の 延 伸 方 向 が 十 数 度 異 な っ て い る 場 合 や 、 各 管 の せ ん 断 方 向 の ず れ が 数 百
ミ リ メ ー ト ル に な っ て い る 場 合 、 上 記 従 来 の 各 管 継 手 を そ の ま ま 使 用 す る こ と は 困 難 で あ
る 。 こ の よ う な 大 き な ず れ は 、 上 記 各 管 を 海 洋 等 に 設 置 し た 場 合 特 に 発 生 し や す い も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 各 管 を 海 洋 等 に 設 置 す る と 、 上 記 管 に 波 等 に よ る 外 力 が 加 わ り 、 上 記 管 同 士
の 変 位 量 （ 大 き な 芯 ず れ 量 ） が 、 周 期 的 に 大 き く 変 化 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 従 来 の 管 継 手 の 管 路 を 長 く し て 、 互 い が 大 き く 変 位 し て い る 管 同 士 を 接 続 す る
方 法 が 考 え ら れ る 。 た と え ば 、 金 属 性 ベ ロ ー ズ を 用 い た も の や Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ フ ィ ル ム を 用 い た
も の で は 管 継 手 を 各 管 の 延 伸 方 向 に 長 く し て 継 手 の 管 路 を 長 く し 、 ま た 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン
ト を 用 い た も の で は 、 複 数 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 各 管 の 延 伸 方 向 に 直 列 接 続 し て 継 手 の 管
路 を 長 く す る 方 法 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 上 述 し た 管 継 手 の 管 路 を 長 く す る 方 法 で は 、 管 継 手 が 長 く な る と 共 に 、 管 同 士
を 接 続 す る た め に 長 い ス ペ ー ス が 必 要 に な る 。 ま た 、 上 記 管 の 径 が 大 き く な る と 管 継 手 の
剛 性 が 高 く な り 継 手 が 撓 み に く く な る の で 、 管 継 手 の 可 撓 性 を 確 保 す る た め に 、 大 径 の 管
継 手 ほ ど こ の 長 さ を 長 く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 用 い た も の で は 、 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 を 製 作 す る た め
に 精 度 の 高 い 加 工 が 必 要 に な る と 共 に 、 複 数 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 直 列 に つ な げ る こ と に
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な る の で 複 数 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト が 必 要 に な り 、 管 継 手 の 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 管 継 手 が 長 く な る と 、 管 継 手 に 外 乱 （ 外 力 ） が 加 わ る こ と に よ り 、 管 継 手 が 大 き
く 変 形 し て 管 継 手 の 流 路 の 断 面 積 が 大 き く 変 化 し 、 管 継 手 の 流 路 の 断 面 積 が 小 さ く な る こ
と が あ り 、 管 継 手 の 内 部 を 流 れ る 流 体 の 流 路 が 狭 く な り 、 管 継 手 内 部 に お け る 流 体 の 圧 力
損 失 が 大 き く な っ て 管 継 手 内 を 流 体 が 流 れ に く く な り 、 流 体 を 移 送 す る た め に 大 き な エ ネ
ル ギ ー が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 管 継 手 の 大 き な 変 形 を 抑 制 し て 管 継 手 の 形 状 を で き る だ け 維 持 す る た め に 、
補 強 部 材 （ 補 強 リ ン ク ） 等 を 管 継 手 に 別 途 設 置 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 こ の よ う に 別 途
部 材 を 設 置 す る こ と で 、 管 継 手 の 構 成 が 煩 雑 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 長 く し た 管 継 手 に 外 力 が 加 わ る こ と に よ る 管 継 手 の 大 き な 変 形 は 、 上 述 し た よ う
に 、 接 続 す る こ と が 必 要 な 管 同 士 が 海 洋 に 設 置 さ れ て い る と 特 に 顕 著 に 発 生 す る 。 す な わ
ち 、 海 面 の 波 や 海 中 の 潮 の 流 れ 等 に よ っ て 、 管 同 士 の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 時 刻 の 経 過 と 共
に 大 き く 変 化 し 、 ま た 、 海 中 の 潮 の 流 れ 等 に よ っ て 、 管 に 渦 励 振 に よ る 振 動 が 発 生 し 、 こ
の 振 動 に よ っ て 管 継 手 が 変 形 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 短 い 接 続 距 離 で も 自 由 度 の 高 い 接
続 を す る こ と を 簡 素 な 構 成 で 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 継 手 お よ び こ の 継 手 を 使 用 し た
深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 流 体 を 吸 入 す る 吸 入 孔 を 備 え た 本 体 部 と 、 上 記 本 体 部 の 下 部
近 傍 に 上 端 部 側 が 位 置 し 、 下 端 部 側 が 下 方 側 に 延 び た 管 状 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の
継 手 に お い て 、 上 記 管 状 部 材 を 上 記 本 体 部 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と 、
上 記 管 状 部 材 の 上 端 の 開 口 部 と 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 と の 間 に 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を
形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と を 有 す る 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 継 手 に お い て 、 上 記 吊 り 下 げ 支 持 部 材 は 、
上 記 本 体 部 に 上 端 部 側 が 接 続 さ れ 上 記 管 状 部 材 の 上 端 部 ま た は こ の 上 端 部 近 傍 に 下 端 部 側
が 接 続 さ れ る 鎖 、 ワ イ ヤ ー ま た は 中 折 れ ロ ッ ド で 構 成 さ れ て い る 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 継 手 に お い て 、 上 記 流 体 経
路 形 成 部 材 は 、 シ ー ト 状 の 素 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 上 端 部 側 が 上 記 本 体 部 の 上 記 吸
入 孔 を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 に 固 定 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 管 状 部 材 上 端 の 開 口 部 を 囲 む よ
う に 上 記 管 状 部 材 に 固 定 さ れ て い る 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 継 手 に お い て 、 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 で 流 体
を 吸 引 す る こ と に よ っ て 上 記 筒 状 の 流 体 経 路 形 成 部 材 の 内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 流 体
が 流 れ 、 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 が 内 側 に 窄 ま っ た 状 態 に お け る 最 も 窄 ま っ て い る 部 位 の 内
径 は 、 上 記 吸 入 孔 の 内 径 ま た は 上 記 管 状 部 材 の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 内 径 に な る 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 流 体 を 吸 入 す る 吸 入 孔 を 備 え た 本 体 部 と 、 上 記 本 体 部 の 下 部
近 傍 に 上 端 部 が 位 置 し 下 端 部 側 が 下 方 側 に 延 び た 管 状 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手
に お い て 、 上 記 管 状 部 材 の 上 端 の 開 口 部 と 上 記 本 体 部 の 吸 入 孔 と の 間 に 流 体 を 流 す た め の
流 体 経 路 を 形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 を 備 え 、 上 記
流 体 経 路 形 成 部 材 は 、 シ ー ト 状 の 素 材 を 筒 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 上 端 部 側
が 上 記 本 体 部 の 上 記 吸 入 孔 を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 に 固 定 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 管 状 部 材
の 上 端 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 上 記 管 状 部 材 に 固 定 さ れ て い る 継 手 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 流 体 を 吸 入 し ま た は 吐 出 す る 第 １ の 開 口 部 を 備 え た 第 １ の 部
材 と 、 こ の 第 １ の 部 材 の 下 部 か ら 離 れ て 上 記 第 １ の 部 材 の 下 部 近 傍 に 位 置 し 、 流 体 を 吸 入
し ま た は 吐 出 す る 第 ２ の 開 口 部 を 備 え た 第 ２ の 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手 に お い
て 、 上 記 第 ２ の 部 材 を 上 記 第 １ の 部 材 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と 、 上 記
第 １ の 開 口 部 と 上 記 第 ２ の 開 口 部 と の 間 で 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を 形 成 す る と 共 に 、
変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と を 有 す る 部 材 の 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 部 が 海 上 に 浮 い て い る 状 態 で 深 層 水 を 上 記 本 体 部 で 汲 み
上 げ る 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 に お い て 、 上 記 本 体 部 に 設 け ら れ 深 層 水 を 吸 入 す る 吸 入 孔 と 、
深 層 水 を 上 記 吸 入 孔 で 汲 み 上 げ る た め に 、 上 記 本 体 部 の 下 部 近 傍 に 上 端 部 側 が 位 置 し 、 下
端 部 側 が 下 方 側 に 延 び て 設 け ら れ た ラ イ ザ ー 管 と 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 を 上 記 本 体 部 か ら 吊 り
下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支 持 部 材 と 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 の 上 端 の 開 口 部 か ら 上 記 本 体 部 の 吸
入 孔 へ 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を 形 成 す る と 共 に 、 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経
路 形 成 部 材 と を 有 す る 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 短 い 接 続 距 離 で も 自 由 度 の 高 い 接 続 を す る こ と を 簡 素 な 構 成 で 容 易 に
実 現 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 図 1は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ が 使 用 さ れ て い る 深 層 水 汲 み 上 げ 装 置 の
一 形 態 で あ る 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 概 略 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 海 水 肥 沃 化 装 置
３ の 平 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 矢 視 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 側 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ は 、 海 洋 に 設 置 し て 使 用 さ れ る も の で あ り 本 体 部 ５ を 備 え て い る 。 こ
の 本 体 部 ５ は 、 上 下 方 向 の 上 部 側 が 所 定 の 厚 さ で た と え ば 正 八 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る と
共 に 上 下 方 向 の 下 部 側 が 所 定 の 厚 さ で た と え ば 上 記 上 部 側 の 八 角 形 状 よ り も 小 さ い 正 八 角
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 本 体 部 ５ の 上 側 に は 所 定 の 高 さ の 管 塔 部 ７ が 立 設 さ れ 、 上 記 本 体 部 ５ の 下 側 に は 、
下 端 部 側 が 下 方 向 に 長 く 延 び た 深 層 水 取 水 管 （ ラ イ ザ ー 管 ） ９ が 継 手 １ を 介 し て 取 り 付 け
ら れ 、 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 全 体 の 外 形 は い わ ゆ る コ マ （ 下 側 の 心 棒 が 長 い コ マ ） の よ う な
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ に は 、 バ ラ ス ト タ ン ク （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。 そ
し て 、 上 記 バ ラ ス ト タ ン ク へ の 注 排 水 に よ る 浮 力 の 調 整 に よ り 、 浮 力 が 最 も 大 き い 場 合 に
は 本 体 部 ５ の 上 面 が 海 水 面 上 所 定 の 高 さ に な る よ う に 上 記 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ が 海 に 浮 か び
、 浮 力 が 最 も 小 さ い 場 合 に は 、 管 塔 部 ７ の 上 部 側 を 残 し て 他 の 部 分 が 海 水 中 に 沈 む よ う に
上 記 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ が 海 に 浮 か ぶ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ は 、 通 常 の 運 転 状 態 で は 最 も 浮 力 が 小 さ い 状 態 で 使 用 さ れ
、 保 守 点 検 す る 場 合 に お い て は 浮 力 が 最 も 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 本 体 部 ５ の 内 部 に は ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） が 設 置 さ れ て お り 、 通 常 の 運 転 状 態 で 上 記
ポ ン プ を 運 転 さ せ 、 上 記 管 塔 部 ７ を 介 し て 取 り 入 れ た 表 層 水 と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ を 介 し て
汲 み 上 げ た 栄 養 塩 を 含 む 深 層 水 と を 混 合 ・ 温 度 調 節 し て 、 上 記 本 体 部 ５ の 周 囲 側 方 に 放 流
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拡 散 し 、 人 工 的 な 湧 昇 流 を 形 成 し 、 そ こ に 新 た な 漁 場 を 創 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 継 手 １ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 継 手 １ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｖ 部 を 拡 大 し た 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ５ は 、 図 ４ に お け る Ｖ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 継 手 １ は 、 深 層 水 （ 深 海 の 海 水 ） を 吸 入 す る た め の 円 形 状 の 吸 入 孔 １ １ を 備 え た 本 体 部
５ と 、 管 状 部 材 の 例 で あ る ラ イ ザ ー 管 ９ と を 互 い に 接 続 す る た め の 継 手 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 本 体 部 ５ の 下 側 に は 、 平 面 状 の 部 位 ５ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 平 面 状 部 位 ５ Ａ の
中 央 部 に は 、 円 筒 状 の 部 位 ５ Ｂ が 一 体 的 に 設 け ら れ 、 こ の 円 筒 状 部 位 ５ Ｂ の 内 側 に 上 記 吸
入 孔 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 吸 入 孔 １ １ の 内 径 Ｄ ３ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 内 径
Ｄ ５ と は ほ ぼ 同 じ に な っ て い る 。 さ ら に 、 波 等 の な い 静 か な 液 中 に 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 浮
か べ 鉛 直 方 向 か ら 眺 め た 場 合 、 上 記 吸 入 孔 １ １ の 中 心 Ｃ Ｌ １ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 中 心 Ｃ
Ｌ ３ と は 互 い に ほ ぼ 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 は 、 上 記 本 体 部 ５ の 下 部 か ら 離 れ 上 記 本 体 部 ５ の 下 部 近 傍 に
位 置 し て お り 、 ま た 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ は 、 質 量 の 大 き い （ た と え ば １ ０ ０ ｔ 程 度 ） 剛 性
を 備 え た 円 管 （ 円 筒 ） 状 の 部 材 で 構 成 さ れ て お り 、 下 端 部 側 が 下 方 側 （ た と え ば 鉛 直 下 方
向 ） に 長 く 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ は 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ に よ り 、 上 記 本 体 部 ５ か ら 吊 り 下 げ ら れ て
支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 継 手 １ は 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 か ら 上 記 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ へ 流
体 を 漏 れ な く 流 す た め の 流 体 経 路 を 形 成 す る 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ を 、 流 体 を 排 出 す る 流 体 排 出 孔 と 考 え 、 こ の 流 体 排 出
孔 か ら 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 へ 、 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ を 用 い 流 体 を 漏 れ
な く 流 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 と 、 上 記 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ と の 間 に 、
流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ を 用 い て 流 体 を 漏 れ な く 流 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ は 、 上 記 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ と は 別 個 の 部 材 で 構 成 さ れ 、
容 易 に 変 形 し う る よ う に 、 す な わ ち 、 僅 か な 外 力 が 加 わ る こ と に よ り い ず れ の 方 向 に お い
て も 容 易 に 変 形 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ は 、 た と え ば 鎖 （ チ ェ ー ン ） １ ７ で 構 成 さ れ 、 こ の 鎖 １ ７ の
上 端 部 側 が 上 記 本 体 部 ５ に 接 続 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 ま た は こ の 上
端 部 近 傍 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 よ り 、 詳 し く 説 明 す る と 、 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ か ら 離 れ た 平 面 状 部 位 ５ Ａ に は 、 第 １
の 上 側 鎖 支 持 部 材 １ ９ が 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 １ の 上 側 鎖 支 持 部 材 １ ９ に は 、
貫 通 孔 １ ９ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 鎖 １ ７ の 上 端 部 は 上 記 貫 通 孔 １ ９ Ａ に 係 合 し て 支
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 近 傍 の 外 周 面 に は 、 第 １ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ １ が 突 出 し て 設
け ら れ て い る 。 上 記 第 １ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ １ に は 、 貫 通 孔 ２ １ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 第
１ の 鎖 １ ７ の 下 端 部 は 上 記 貫 通 孔 ２ １ Ａ に 係 合 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 記 開 口 部 １ １ や ラ イ ザ ー 管 ９ の 中 心 （ 上 下 方 向 に 延 伸 し て い る 中 心 軸 ） Ｃ Ｌ １
、 Ｃ Ｌ ３ に 対 し て 、 上 記 第 １ の 鎖 １ ７ と 上 記 第 １ の 上 側 鎖 支 持 部 材 １ ９ と 上 記 第 １ の 下 側
鎖 支 持 部 材 ２ １ と が 設 け ら れ て い る 側 と は 反 対 側 に は 、 上 記 第 １ の 鎖 １ ７ 、 上 記 第 １ の 上
側 鎖 支 持 部 材 １ ９ 、 上 記 第 １ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ １ と 同 様 に 構 成 さ れ た 第 ２ の 鎖 ２ ３ 、 上
記 第 ２ の 上 側 鎖 支 持 部 材 ２ ５ 、 第 ２ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 上 記 開 口 部 １ １ や ラ イ ザ ー 管 ９ の 延 伸 方 向 の 中 心 軸 Ｃ Ｌ １ 、 Ｃ Ｌ ３ と 、 上 記
各 鎖 １ ７ 、 ２ ３ と 、 上 記 各 上 側 鎖 支 持 部 材 １ ９ 、 ２ ５ と 、 上 記 各 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ １ 、 ２
７ と は 、 ほ ぼ 同 一 平 面 （ 鉛 直 方 向 に 延 伸 し た 平 面 ； 図 ４ の 紙 面 ） 上 に 存 在 し て い る こ と に
な り 、 し か も 、 上 記 開 口 部 １ １ や ラ イ ザ ー 管 ９ の 延 伸 方 向 の 中 心 軸 Ｃ Ｌ １ 、 Ｃ Ｌ ３ に 対 し
て 、 上 記 第 １ の 鎖 １ ７ と 、 上 記 第 ２ の 鎖 ２ ３ と は 線 対 称 に な っ て お り 、 上 記 第 １ の 鎖 １ ７
と 上 記 第 ２ の 鎖 ２ ３ と で 「 Ｖ 」 字 状 の 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 鎖 １ ７ 、 ２ ３ で 吊 り 下 げ ら れ て い る こ と に よ り 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ は
落 下 し な い よ う に 支 え ら れ て い る と 共 に 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 近 傍 を 通 過 し 水 平 方
向 に 延 伸 し た 軸 （ た と え ば 、 上 記 第 １ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ １ と 第 ２ の 下 側 鎖 支 持 部 材 ２ ７
と を 結 ぶ 直 線 ） を 揺 動 中 心 と し て 、 上 記 本 体 部 ５ に 対 し 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ が 揺 動 で き る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 質 量 が 大 き い の で 、 上 記 本 体 部 ５ に 対 し 鉛 直 方 向 に 延 び た ラ イ ザ
ー 管 ９ の 中 心 軸 Ｃ Ｌ ３ を 中 心 に し て 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ が 回 動 し に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ は ２ 本 の 鎖 １ ７ 、 ２ ３ で 構 成 さ れ て い る が 、 ３ 本 以 上 の 複
数 本 の 鎖 を 使 用 し て ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ て も よ く 、 ま た 、 鎖 を 使 用 す る 代 わ り に 、 ワ
イ ヤ ー ま た は 中 折 れ ロ ッ ド 等 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 中 折 れ ロ ッ ド に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 中 折 れ ロ ッ ド は 、 長 く 延 び た 第 １ の 棒 状 の 部 材 の 一 端 部 に 、 上 記 第 １ の 棒 状 の 部 材 と ほ
ぼ 同 じ 方 向 に 長 く 延 び た 第 ２ の 棒 状 の 部 材 の 一 端 部 が 、 球 面 軸 受 け 等 を 介 し て 揺 動 自 在 に
係 合 し て い る 。 上 記 第 ２ の 棒 状 の 部 材 の 他 端 部 側 は 、 上 記 第 １ の 棒 状 部 材 と は 離 反 す る 方
向 に 延 伸 し て お り 、 中 折 れ ロ ッ ド 全 体 と し て は 、 棒 状 に 長 く 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 長 手
方 向 の 中 間 部 で 折 れ 曲 が る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 中 折 れ ロ ッ ド の 上 端 部 （ 上 記 第 １ の 部 材 の 他 端 部 ） が 、 上 記 本 体 部 ５ の 平
面 状 部 位 ５ Ａ に 揺 動 自 在 に 係 合 し 、 上 記 中 折 れ ロ ッ ド の 下 端 部 （ 上 記 第 ２ の 部 材 の 他 端 部
） が 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 ま た は こ の 上 端 部 近 傍 に 揺 動 自 在 に 係 合 し て い る 。 こ の
よ う に し て 、 鎖 等 で ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ て い る 場 合 と ほ ぼ 同 様 な 形 態 で ラ イ ザ ー 管 ９
を 支 持 で き る も の で あ る 。 な お 、 上 記 中 折 れ ロ ッ ド は 、 ２ つ の 部 材 で 構 成 し て あ る が 、 ３
つ 以 上 の 部 材 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ は 、 海 水 等 の 流 体 を 通 過 さ せ な い 薄 い シ ー ト 状 の 素 材 で 筒 状
に 形 成 さ れ た 可 撓 部 材 ２ ９ で 構 成 さ れ 、 こ の 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 端 部 側 が 上 記 本 体 部 ５ の 上
記 吸 入 孔 １ １ を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 ５ に 固 定 さ れ 、 下 端 部 側 が 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端
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の 開 口 部 を 囲 む よ う に 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 シ ー ト 状 の 素 材 は 、 た と え ば 、 湿 引 張 り 強 度 （ 海 水 で 湿 っ て い る と き の 引 張 り 強 度
で あ っ て 厚 さ １ ｍ ｍ 幅 １ ０ ｍ ｍ に 形 成 さ れ た も の の 引 っ 張 り 強 度 ） が 約 ３ ９ ０ ０ Ｎ （ ニ ュ
ー ト ン ） で あ り 、 厚 さ が １ ｍ ｍ 程 度 で あ る 塩 ビ ラ ミ ネ ー ト ポ リ ア レ ー ト 繊 維 に よ り 、 海 水
等 の 液 体 を 通 さ な い よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 記 シ ー ト 状 の 素 材 に 代 え て 、 上 記 シ ー ト 状 の 素 材 と ほ ぼ 同 様 の 強 度 を 備 え た 別
の シ ー ト 状 の 素 材 （ 別 の 材 料 で 構 成 さ れ た 素 材 ） を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 詳 し く 説 明 す る と 、 上 記 本 体 部 ５ の 下 側 に 設 け ら れ 吸 入 孔 １ １ を 形 成 し て い る 円
筒 状 の 部 位 ５ Ｂ の 下 部 の 外 周 に は 、 上 記 吸 入 孔 １ １ と 同 じ 内 径 の 貫 通 孔 （ 海 水 を 通 す た め
の 円 形 の 貫 通 孔 ） を 備 え た 中 空 円 盤 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ の 下 部 側 に は 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ と 同 様 な 形 状 の フ ラ ン ジ 部 ３ １
Ａ を 上 部 側 に 備 え た 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ が 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ａ を 介 し ボ ル ト 等 の 締 結
部 材 を 用 い て 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ａ の 下 部 に は 、 所 定 の 長 さ を 備 え 上 記 円
筒 状 の 部 位 ５ Ｂ と 内 径 お よ び 外 径 が ほ ぼ 等 し い 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 し た
が っ て 、 上 記 吸 入 孔 １ １ は 、 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ に よ っ て 、 下 方 に 延 長 さ れ て い る と
い え る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｂ の 下 部 に は 、 上 記 吸 入 孔 １ １ と 同 じ 内 径 の 貫 通 孔 （ 海 水 を 通 す た
め の 円 形 の 貫 通 孔 ） を 備 え た 中 空 円 盤 状 の フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 フ
ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 外 径 は 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ａ の 外 径 よ り も 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 外 周 に は 、 短 く 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 部 位 ３ １ Ｄ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 内 径 は 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 外 径 と 同 じ に な っ て
お り 、 上 記 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 上 端 部 は 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 上 面 よ り も 所 定 の 距 離
だ け 上 に 位 置 し 、 上 記 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 下 端 部 は 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 下 面 よ り も
所 定 の 距 離 だ け 下 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 筒 状 の 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 周 の 長 さ は 、 上 記 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 外 周 の 長 さ と ほ ぼ
同 じ か 僅 か に 長 く な っ て お り 、 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 端 部 の 内 周 の 全 周 が 上 記 円 筒
状 部 位 ３ １ Ｄ の 外 周 壁 の 全 周 に 接 し た 状 態 で 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３
１ に 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 端 部 側 が 上 記 本 体 部 ５ の 上 記 吸 入 孔
１ １ を 囲 む よ う に 上 記 本 体 部 ５ に 固 定 さ れ て い る と い え る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 端 部 の 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ へ の
取 り 付 け に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 筒 状 に 形 成 さ れ た 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 端 部 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 方 に 所 定 の 長
さ （ 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 長 さ よ り も 僅 か に 長 い 長 さ ） だ け 、 上
記 可 撓 部 材 ２ ９ の 素 材 を 折 り 返 し た も の が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 折 り 返 さ れ た 部 位 の 上
端 部 内 側 ３ ０ に は 、 リ ン グ 状 の 補 強 部 材 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 外 周 を 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り
返 さ れ た 部 位 が 覆 い 、 さ ら に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り 返 さ れ た 部 位 の 外 周 を 円 筒 状 の カ
バ ー 部 材 （ 上 記 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ の 外 周 を 覆 っ て い る 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り 返 さ れ た 部
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位 の 外 周 と 、 内 径 が ほ ぼ 同 じ で あ る カ バ ー 部 材 ） ３ ４ が 覆 い 、 ボ ル ト 等 の 連 結 部 材 で 、 上
記 可 撓 部 材 ２ ９ と 上 記 カ バ ー 部 材 ３ ４ と が 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ と 上 記 カ バ ー 部 材 ３ ４ と で 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り 返 さ れ た
部 位 が 挟 み 込 ま れ 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ と 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り 返 さ れ た
部 位 と の 間 か ら 海 水 が 漏 れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ と 上 記 可 撓 部 材 ２
９ の 折 り 返 さ れ た 部 位 と の 間 や 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 折 り 返 さ れ た 部 位 と 上 記 カ バ ー 部 材
３ ４ と の 間 に は 、 シ ー ル 剤 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 下 側 に は 、 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ と 同 様 に 構 成 さ れ た 第 ２
の 連 結 部 材 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ は 、 上 記 第 １ の 連 結 部 材 ３ １
と 同 様 に 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ５ Ａ （ フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ａ に 相 当 す る 部 位 ） と 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｂ （
円 筒 状 部 位 ３ １ Ｂ に 相 当 す る 部 位 ） と フ ラ ン ジ 部 ３ ５ Ｃ （ フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ に 相 当 す る 部
位 ） と 円 筒 状 部 ３ ５ Ｄ （ 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ に 相 当 す る 部 位 ） と を 備 え て い る 。 な お 、 上 記
第 １ の 連 結 部 材 ３ １ と は 上 下 が 逆 に な る よ う に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 下 部 側 が 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 部 側 と 同 様 に 、 円 筒 状 部
位 ３ ５ Ｄ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 に は 、 上 記 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ の フ ラ ン ジ 部 ３ ５ Ａ と 同 様 な
形 状 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ ５ Ａ と 上 記 フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ と を ボ ル ト 等 の 締 結 部 材 を 用 い て
互 い に 接 合 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と が 互 い に 連 結 さ れ て い
る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 が 上 方 に 延 長
さ れ て 、 可 撓 部 材 ２ ９ の 下 端 部 側 が 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 上 記 ラ
イ ザ ー 管 ９ に 固 定 さ れ て い る と い え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 各 鎖 １ ７ 、 ２ ３ で 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ を 支 持 し 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ
た 流 体 経 路 を 海 水 が 流 れ て い な い と き 等 、 上 記 流 体 経 路 と こ の 流 体 経 路 の 外 部 （ 流 体 経 路
形 成 部 材 の 外 側 ） と の 間 に お け る 海 水 の 圧 力 が ほ ぼ 等 し い と き に は 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が
弛 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 す な わ ち 、 鎖 １ ７ 、 ２ ３ で 吊 ら れ て い る と き の 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ
と 、 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ の 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｄ と の 間 の 距 離 よ り も 、 筒 状 の 可 撓 部 材 ２ ９ の
長 さ が 長 く 形 成 さ れ 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 弛 ん で い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 方 、 上 記 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ で 海 水 を 吸 引 す る こ と に よ っ て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の
内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 海 水 が 流 れ て い る と き に は 、 上 記 流 体 経 路 内 の 圧 力 は 、 こ の
流 体 経 路 の 外 側 の 圧 力 よ り も 低 く な っ て お り 、 柔 軟 な 部 材 で 構 成 さ れ た 上 記 可 撓 部 材 ２ ９
は 、 内 側 の 全 面 に わ た っ て 内 側 に 向 か う 圧 力 を 受 け る 。 そ し て 、 内 側 に 窄 ま り 、 鼓 状 の 緊
張 面 形 状 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 図 ４ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 長 手 方 向 （
ラ イ ザ ー 管 ９ の 中 心 軸 Ｃ Ｌ ３ の 延 伸 方 向 ） に 垂 直 な 円 形 状 断 面 の 径 が 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９
の 上 端 か ら 下 に 向 か う に し た が っ て 徐 々 に 小 さ く な り 、 長 手 方 向 の 中 央 部 で ほ ぼ 最 小 に な
り 、 こ の 中 央 部 か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 徐 々 に 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 海 水 が 流 れ て い る 状 態 に
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お い て も 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ で ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ て い る わ け で は な い の で 、 上 記 可
撓 部 材 ２ ９ に は 、 こ の 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 部 と 外 部 と の 圧 力 差 に よ る 力 し か か か っ て い な い
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 し た が っ て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ は 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 と 外 側 と の 圧 力 差 に 耐 え 得
る 強 度 を 備 え て い れ ば よ い 。 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 構 成 す る シ ー ト 状 の 素 材 の 強 度 が 弱 い 場
合 に は 、 上 記 シ ー ト 状 部 材 を 二 重 の 筒 状 に 形 成 し て 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 す で に 理 解 さ れ る よ う に 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 距 離 （ 第 １ の 連 結 部
材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ と 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ の 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｄ と の 間 の 距 離 ） は 、
上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 海 水 が 流 れ て い て も い な く て も 変 化 せ ず
ほ ぼ 一 定 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 距 離 （ 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ
と 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ の 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｄ と の 間 の 距 離 ） を 適 宜 の 距 離 に す る こ と で 、 上
記 本 体 部 ５ に 対 す る ラ イ ザ ー 管 ９ の 最 大 の 位 置 ず れ 量 （ 変 位 量 ） を 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 用
い て 吸 収 す る こ と が で き る と 共 に 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 距 離 を 従 来 の 継 手 を
用 い た 場 合 よ り も 短 く す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 継 手 １ を 用 い て ラ イ ザ ー 管 ９ が 設 置 さ れ た 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 、 洋 上 で 搬 送 す る
場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま ず 、 地 上 で 組 み 立 て ら れ た 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ （ 継 手 １ を 用 い て ラ イ ザ ー 管 ９ が 設 置 さ
れ た 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ ） の ラ イ ザ ー 管 ９ を 、 図 ３ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 上 記 継 手 １ の 部
位 で 折 り 曲 げ 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ が ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 伸 す る よ う に し て 、 浅 い 海 域 （ 港 等
） に 浮 か べ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 水 平 に 延 伸 し て い る 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 延 伸 方 向 の 中 間 部 の 複 数 箇 所 に は 、 図 示
し な い 浮 き が 設 け ら れ て お り 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 支 持 し て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 上 記 水 平 方 向 に 延 伸 し た ラ イ ザ ー 管 ９ の 延 伸 方 向 を 、 上 記 各 鎖 １ ７ 、 １ ３ が 存 在
し て い る 平 面 に 対 し て ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に す れ ば 、 各 鎖 １ ７ 、 １ ３ や 可 撓 部 材 ２ ９ に 無 理
な 力 を か け る こ と な く 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ を 水 平 方 向 に 延 伸 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ラ イ ザ ー 管 ９ が 水 平 方 向 に 延 伸 し て い る 状 態 で 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 深 度 の 深 い 海 域 （ 海
水 肥 沃 化 装 置 ３ を 設 置 す る 海 域 ） ま で 曳 航 し 、 設 置 海 域 に 到 着 後 、 上 記 浮 き を 取 り 外 し て
ラ イ ザ ー 管 ９ を 下 方 に 延 伸 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 運 転 時 に 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 介 し て 、 海 水 （ 深 層 水 ） を 本 体 部
５ の 吸 入 孔 １ １ で 吸 引 し て い る 状 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 上 記 本 体 部 ５ に 設 け ら れ て い る 上 記 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 上 記 吸 入 孔 １ １ か ら 海
水 を 吸 引 す る と 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 海 水 が 流 れ 、 上 記 可 撓
部 材 ２ ９ の 内 部 の 海 水 の 圧 力 が 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ 外 部 の 海 水 の 圧 力 よ り も 低 く な り 、 上 記
可 撓 部 材 ２ ９ が 上 述 し た よ う に 内 側 に 窄 ま り 鼓 状 の 内 面 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 内 側 に 窄 ま っ た 状 態 に お け る 最 も 窄 ま っ て い る 部 位 の 内 径
Ｄ １ が 、 上 記 吸 入 孔 １ １ の 内 径 Ｄ ３ 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 内 径 Ｄ ５ と ほ ぼ 同 じ 内 径 に な る
よ う に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 寸 法 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
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　 次 に 、 洋 上 の 波 や 海 中 の 潮 流 に よ っ て 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 相 対 的 な 位 置 関 係
が 変 化 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 設 置 後 、 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ の 本 体 部 ５ が 洋 上 の 波 に よ っ て 揺 動 し て
も 、 す な わ ち 、 本 体 部 ５ の 下 方 に 設 け ら れ た 第 １ の 連 結 部 材 ３ １ の 平 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ３
１ Ｃ の 延 伸 方 向 が 、 水 平 方 向 と 交 差 す る よ う に 本 体 部 ５ が 揺 動 し て も 、 質 量 が 大 き く 海 中
に 存 在 し て い る こ と に よ り 波 の 影 響 を 受 け に く い ラ イ ザ ー 管 ９ は 揺 動 せ ず 、 ほ ぼ 鉛 直 方 向
に 延 伸 し て い る 。 し た が っ て 、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 に は 、 時 刻 の 経 過
と 共 に 変 化 す る 相 対 的 な 交 差 角 度 の 変 位 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 た と え ば 、 水 平 方 向 に 対 す る 上 記 フ ラ ン ジ 部 ３ １ Ｃ の 延 伸 方 向 の 交 差 角 度 は 、 台 風 等 の
荒 天 時 に 最 大 約 ２ ０ ° 程 度 に な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 一 方 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ は 、 海 中 に 存 在 し て い る の で 波 の 影 響 は ほ と ん ど 受 け な い が 、
海 中 の 潮 流 で 発 生 す る カ ル マ ン 渦 に よ っ て 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ に 渦 励 振 が 発 生 し 、 こ の 渦
励 振 に よ り 、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 に は 、 時 刻 の 経 過 と 共 に 素 早 く 変 化
す る 相 対 的 な 変 位 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 そ こ で 、 上 記 波 や 上 記 渦 励 振 に よ っ て 発 生 す る 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 相 対 的
な 変 位 を 、 上 記 各 鎖 １ ７ 、 ２ ３ と 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ で 吸 収 し 、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ
ー 管 ９ と の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 大 き な 自 由 度 を も っ て 変 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 継 手 １ に よ れ ば 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 の 開 口 部 か ら 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ へ 海 水 を 流 す
た め の 流 体 経 路 を 形 成 し て い る 可 撓 部 材 ２ ９ が 、 容 易 に 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ て い る
の で 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 接 続 距 離 が 短 く て も 、 自 由 度 の 高 い 接 続 を す る こ と が
で き る 。 ま た 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 径 が 大 き く て も 自 由 度 の 高 い 接 続 を す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 た と え ば 、 本 体 部 ５ が 波 に よ り 水 平 面 に 対 し て 最 大 ２ ０ ° 傾 き 、 ま た 、 本 体 部 ５ と ラ イ
ザ ー 管 ９ の せ ん 断 方 向 （ 水 平 方 向 ） の ず れ が 何 ら か の 要 因 に よ り た と え ば 数 百 ミ リ メ ー ト
ル に な り 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ が 海 中 の 潮 流 に よ っ て 渦 励 振 し て 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と
の 間 に 大 き な 変 位 が 生 じ て も 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 長 く す る こ と な く （ ラ イ ザ ー 管 ９ 上 端
の 開 口 部 と 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ と の 間 の 距 離 を 長 く す る こ と な く ） 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上
端 の 開 口 部 と 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ と を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の
内 部 に 流 体 を 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 相 対 的 な 変 位 量 が 大 き く な っ て も 、
こ の 大 き な 変 位 量 を 継 手 １ で 吸 収 す る こ と が で き 、 継 手 １ 自 体 が 破 損 す る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 上 記 本 体 部 ５ を 洋 上 に 設 置 し 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ を 海 中 に 設 置 し た こ と に よ っ て
、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 時 刻 の 経 過 と も に 絶 え ず
変 化 し て も 、 可 撓 部 材 ２ ９ は 容 易 に 変 形 す る の で 、 上 記 繰 り 返 し の 変 化 に よ っ て 上 記 可 撓
部 材 ２ ９ が 破 壊 す る お そ れ が 少 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 長 さ が 従 来 の 管 継 手 よ り も 短 い の で 、 外 力 に よ っ て 上 記 可 撓
部 材 ２ ９ が 大 き く 変 形 す る こ と が な く 、 補 強 部 材 を 用 い な く て も 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内
部 に 形 成 さ れ た 流 路 が 狭 く な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 補 強 部 材 を 設
け な い 簡 素 な 構 成 で 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ 内 で の 圧 力 損 失 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
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　 さ ら に 、 継 手 １ に よ れ ば 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ を 上 記 本 体 部 ５ か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊
り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ を 備 え て い る の で 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ に よ っ て 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の
重 量 を 支 え る 必 要 が な く 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 重 量 に 耐 え る よ う に 強
固 に 形 成 す る 必 要 が な く 、 し た が っ て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ひ い て は 継 手 １ を 軽 量 化 す る こ
と が で き 、 上 記 継 手 １ を 上 記 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と に 設 置 す る と き の ハ ン ド リ ン グ が
容 易 に な る と 共 に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 容 易 に 変 形 可 能 な 構 成 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 容 易 に 変 形 可 能 な 構 成 に な っ て い る こ と に よ り 、 上 記 本 体 部
５ や 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 取 り 付 け 時 に 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ を 容 易 に 変 形 さ せ る こ と が で き 、
海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 製 造 し ま た は 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 保 守 点 検 す る と き 等 に お い て 、 上 記
可 撓 部 材 ２ ９ ひ い て は 継 手 １ の 取 り 扱 い や 保 守 、 交 換 等 の 作 業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 容 易 に 変 形 し 、 し た が っ て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 外 形 が 円 柱
側 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と は な い の で 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の ま わ り を 流 れ る 潮 流 に よ
っ て カ ル マ ン 渦 が 発 生 し に く く な り 、 し た が っ て 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ に お け る 渦 励 振 の 発
生 を 抑 え る こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 さ ら に 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ で ラ イ ザ ー 管 ９ を 支 持 し て い る の で 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 径
が 大 き く な り 、 ま た 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 長 さ が 長 く な る な ど し て 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 重 量 が 大
き く な っ て も 、 こ の ラ イ ザ ー 管 ９ を 支 持 す る こ と が 容 易 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 継 手 １ に よ れ ば 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ は 、 上 記 本 体 部 ５ に 上 端 部 側 が 接 続 さ れ
、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 ま た は こ の 上 端 部 近 傍 に 下 端 部 側 が 接 続 さ れ る 鎖 、 ワ イ ヤ ー
、 中 折 れ ロ ッ ド 等 で 構 成 さ れ て い る の で 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 重 量 を 、 簡 素 な 構 成 の 部 材
で 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た よ う に 、 ほ ぼ 同 一 平 面 上 に 配 置 さ れ た 二 本 の 鎖 １ ７ 、 ２ ３ で ラ イ ザ ー 管
９ の 上 端 部 を 吊 っ て い る の で 、 上 記 本 体 部 ５ に 継 手 １ を 介 し て ラ イ ザ ー 管 ９ を 設 置 し た 状
態 で 、 海 水 肥 沃 化 装 置 ３ を 洋 上 で 搬 送 す る 場 合 、 ラ イ ザ ー 管 ９ が 水 平 方 向 （ 上 記 ２ 本 の 鎖
１ ７ 、 ２ ３ が 存 在 し て い る 面 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 ） に 延 伸 す る よ う に 、 折 り 曲 げ る こ と が
容 易 に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が シ ー ト 状 の 素 材 を 筒 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い
る の で 、 入 手 容 易 な 安 価 な 素 材 で 可 撓 部 材 ２ ９ を 構 成 す る こ と が で き 、 継 手 １ の 構 成 が 簡
素 に な っ て い る と 共 に 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が シ ー ト 状 の 素 材 を 筒 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い
る の で 、 大 径 の も の で あ っ て も 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 さ ら に 、 継 手 １ に よ れ ば 、 上 記 本 体 部 ５ の 吸 入 孔 １ １ で 海 水 を 吸 引 す る こ と に よ っ て 上
記 筒 状 の 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ た 流 体 経 路 を 流 体 が 流 れ 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 内 側
に 窄 ま っ た 状 態 に お け る 最 も 窄 ま っ て い る 部 位 の 内 径 Ｄ １ が 上 記 吸 入 孔 １ １ の 内 径 Ｄ ３ 、
上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 内 径 Ｄ ５ と ほ ぼ 同 じ 内 径 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 上 記 可 撓
部 材 ２ ９ で 海 水 の 流 路 が 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 内 径 Ｄ ５ 等 よ り も 狭 ま る こ と が な く 、 上 記 可 撓
部 材 ２ ９ に お け る 流 体 の 圧 力 損 失 を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 [第 ２ の 実 施 形 態 ]
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ａ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ａ は 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ 、 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ の 形
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態 が 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ と は 異 な り そ の 他 の 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手
１ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 継 手 １ ａ で は 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ と し て 、 上 下 方 向 に 延 伸 し て い る 複 数 本 の ワ イ ヤ ー
３ ７ が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 体 部 ５ の 下 部 に 設 け ら れ て い る 円 筒 状 部 位 ５ Ｂ の 下 端 部 に 設 け ら れ て い る フ ラ ン ジ 部
５ Ｃ と 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 に 設 け ら れ て い る フ ラ ン ジ 部 （ 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ か ら 下
方 向 に 離 れ て 設 け ら れ て い る フ ラ ン ジ 部 ） ９ Ａ と の 間 に 、 複 数 本 の ワ イ ヤ ー ３ ７ が 設 け ら
れ 、 こ の 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ を 用 い て 上 記 本 体 部 ５ で ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ 支 持 し て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 上 記 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ は 、 上 下 方 向 に 延 伸 し て い る 。 ま た 、 円 盤 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ の 円
周 方 向 で 所 定 の 間 隔 を あ け て 上 記 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 各 上 端 部 が 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ に 固 定
さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 各 下 端 部 も 、 各 上 端 部 と 同 様 に 、 ラ イ ザ ー 管 ９
の フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ で 形 成 さ れ る 包 絡 面 は 円 柱 側 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 部 材 ２ ９ と 同 様 に 構 成 さ れ た 筒 状 の 可 撓 部 材 ２ ９ ａ が
、 上 記 本 体 部 ５ の フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ と 上 記 各 ワ イ ヤ ー
３ ７ と で 囲 ま れ た 空 間 を 囲 む よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ａ の 上 端 部 は 、 上 記 本 体 部 ５ の フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ の 外 周 の 全
周 を 囲 む よ う に 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ に 一 体 的 に 設 置 さ れ て お り 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ａ の 下
端 部 も 、 上 端 部 と 同 様 に 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ に 一 体 的 に 設 置 さ れ て い る
。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 上 記 本 体 部 ５ と 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ と が 相 対 的 に 変 位 し て も こ の 変 位 を 吸 収 可 能 な
よ う に 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ａ の 長 さ は 、 上 記 本 体 部 ５ の フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ と 上 記 ラ イ ザ ー 管
９ の フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ と の 間 の 距 離 よ り も 長 く 形 成 さ れ 、 各 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ 、 ９ Ａ へ 設 置 し
た 状 態 に お い て 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ａ は 弛 ん で い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 相 対 的 な 大 き な
変 位 を 吸 収 で き る と 共 に 、 外 部 に 漏 れ な い よ う に し て 海 水 を 吸 入 孔 １ １ で 吸 入 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 [第 ３ の 実 施 形 態 ]
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｂ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｂ は 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ の 形 態 が 、 第 ２ の 実 施 形 態 に
係 る 継 手 １ ａ と は 異 な り そ の 他 の 点 は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ａ と ほ ぼ 同 様 に 構 成
さ れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｂ で は 、 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 本 数 を 減 ら し 、 た と え
ば 、 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ や フ ラ ン ジ 部 ９ Ａ の 周 上 を た と え ば ４ 等 倍 し た と こ ろ に ワ イ ヤ ー ３ ７
を 設 け 、 径 が 上 記 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ 、 ９ Ａ と ほ ぼ 等 し い リ ン グ 状 の 部 材 ３ ９ を 、 上 下 方 向 で
間 隔 を あ け て 複 数 設 け 、 こ れ ら の リ ン グ 状 部 材 ３ ９ と 、 上 記 各 ワ イ ヤ ー ３ ７ を 接 合 し て い
る 点 が 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ａ と は 異 な る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 上 記 ワ イ ヤ ー ３ ７ と 上 記 リ ン グ 状 部 材 ３ ９ と で 形 成 さ れ る 包 絡 面 を 囲 む よ う に 、
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第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 部 材 と 同 様 な 可 撓 部 材 ２ ９ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 本 数 を 減 ら し た こ と に よ り 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ る こ と が 困
難 な 場 合 に は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ る た め の 鎖 等 を
別 途 設 け て も よ い 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 本 数 を 減 ら す こ と な く 、 上 記 リ ン グ 状 部 材 ３
９ を 設 け て も よ い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 [第 ４ の 実 施 形 態 ]
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ cの 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｃ は 、 吊 り 下 げ 支 持 部 材 １ ３ の 形 態 が 、 第 １ の 実 施 形 態 に
係 る 継 手 １ ａ と は 異 な り そ の 他 の 点 は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ａ と ほ ぼ 同 様 に 構 成
さ れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｂ で は 、 ワ イ ヤ ー ３ ７ の 代 わ り に 螺 旋 状 （ コ イ
ル バ ネ 状 ） に 形 成 さ れ た 支 持 部 材 ４ １ を 用 い て 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ て い る 。 な お 、
上 記 支 持 部 材 の 外 径 は 、 フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ 、 ９ Ａ と ほ ぼ 同 じ に な っ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 支 持 部 材 ４ １ の 包 絡 面 を 囲 む よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 部 材 と 同 様
な 可 撓 部 材 ２ ９ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 な お 、 支 持 部 材 ４ １ に よ り 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ る こ と が 困 難 な 場 合 に は 、 第 １ の
実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 ラ イ ザ ー 管 ９ を 吊 り 下 げ る た め の 鎖 等 を 別 途 設 け て も よ い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 [第 ５ の 実 施 形 態 ]
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｄ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｄ は 、 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ 等 の 形 態 が 、 第 １ の 実 施 形 態
に 係 る 継 手 １ と は 異 な り そ の 他 の 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ
れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 本 体 部 ５ の 筒 状 部 位 ５ Ｂ と フ ラ ン ジ
部 ５ Ｃ の 下 側 に は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 連 結 部 材 ３ １ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ た 連 結 部 材 ４ ２
（ た だ し 、 円 筒 状 部 位 ３ １ Ｄ は 設 け ら れ て い な い ） が 一 体 的 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 連 結
部 材 ４ ２ の 下 側 に は 、 ラ イ ザ ー 管 ９ が 連 結 部 材 ４ ２ か ら 離 れ て 設 置 さ れ て お り 、 上 記 ラ イ
ザ ー 管 ９ の 上 端 部 側 に は 、 上 端 部 近 傍 か ら 上 端 部 に 向 か う に し た が っ て 徐 々 に 窄 ま っ て い
る 部 位 ９ Ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 上 記 部 位 ９ Ｂ の 内 壁 は 、 円 錐 台 側 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る
。 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 は 、 上 下 方 向 に お い て 、 上 記 連 結 部 材 ４ ２ の 下 端 部 と ほ ぼ 同 じ
高 さ に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ の 実 施 形 態 の 可 撓 部 材 ２ ９ と 同 様 に 構 成 さ れ た 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 上 端 部 が 、
上 下 方 向 の 中 間 部 で 上 記 連 結 部 材 ４ ２ の 全 周 を 囲 ん で 上 記 連 結 部 材 ４ ２ に 一 体 的 に 設 け ら
れ て お り 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 下 端 部 が 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 記 窄 ま り 始 め る 箇 所 よ
り も 僅 か に 下 側 で 、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 外 周 の 全 周 を 囲 ん で 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ に 一 体 的 に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ は 、 上 下 方 向 （ 長 さ 方 向 ） の 中 間 部 に お い て 、 筒 状 部 位 ５ Ｂ
や ラ イ ザ ー 管 ９ の 外 径 よ り も 大 き な 外 径 で 形 成 さ れ た 連 結 部 材 ４ ２ の フ ラ ン ジ 部 ４ ２ Ｃ （
連 結 部 材 ４ ２ の 下 端 部 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ） を 内 側 に 包 み 込 ん で い る 。 し た が っ て 、
上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 上 下 方 向 （ 長 さ 方 向 ） の 中 間 部 は 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 上 端 や 下
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端 よ り 径 が 大 き く な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ で は 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ が 僅 か に 弛 ん で い る 状 態 が 示 さ れ て い る が 、 上 記
可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 長 さ を 図 ９ に 示 す 状 態 よ り も 長 く し 、 ま た 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ の 上 下
方 向 の 中 間 部 の 径 を 図 ９ に 示 す 状 態 よ り も 大 き く し 、 可 撓 部 材 ２ ９ ｂ が 本 体 部 ５ や ラ イ ザ
ー 管 ９ に さ ら に 弛 ん だ 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 上 述 に よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 相 対 的 な 大 き な
変 位 を 吸 収 で き る と 共 に 、 外 部 に 漏 れ な い よ う に し て 海 水 を 吸 入 孔 １ １ で 吸 入 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 [第 ６ の 実 施 形 態 ]
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｅ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｅ は 、 流 体 経 路 形 成 部 材 １ ５ 等 の 形 態 が 、 第 １ の 実 施 形 態
に 係 る 継 手 １ と は 異 な り そ の 他 の 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ
れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 本 体 部 ５ の 筒 状 部 位 ５ Ｂ の 下 側 に 設
け ら れ た フ ラ ン ジ 部 ５ Ｃ の 下 側 に は 、 連 結 部 材 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 連 結 部 材 ４ ３
の 上 側 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 連 結 部 材 ３ １ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 上 記 連 結 部 材 ４
３ の 下 側 に は 、 上 記 連 結 部 材 ４ ３ の 上 下 方 向 の 中 間 部 か ら 下 方 向 へ か う に し た が っ て 徐 々
に 広 が っ て い る 部 位 ４ ３ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 部 位 ４ ３ Ａ の 内 壁 は 、 円 錐 台
側 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ま た 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 に は 、 こ の 上 端 部 近 傍 か ら 上 記 上 端 部 に 向 か う に し た が っ
て 徐 々 に 広 が っ て い る 部 位 ９ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 上 記 部 位 ９ Ｃ の 上 下 方 向 の 長
さ は 僅 か で あ る 。 さ ら に 、 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 面 は 、 内 壁 が 円 錐 台 側 面 形 状 に 形 成 さ れ て
い る 部 位 ４ ３ Ａ の 下 面 よ り も 所 定 の 距 離 だ け 上 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 下 方 向 に お い て 、 本 体 部 ５ 側 の 上 記 部 位 ４ ３ Ａ と ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部
お よ び こ の 近 傍 は 互 い に 重 な っ て お り 、 ま た 、 上 記 部 位 ４ ３ Ａ の 円 錐 台 側 面 形 状 の 内 壁 と
、 上 記 ラ イ ザ ー 管 ９ の 上 端 部 近 傍 の 円 柱 側 面 形 状 の 外 壁 と の 間 に は 、 リ ン グ 状 の 空 間 Ｓ Ｐ
１ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 上 記 リ ン グ 状 の 空 間 に Oリ ン グ 状 に 形 成 さ れ 外 力 に 対 し て 容 易 に 変 形 し う る 部 材 を 設 け
て 、 本 体 部 ５ の 部 位 ５ Ｄ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 間 か ら 海 水 が 外 部 に 漏 れ る こ と を 防 止 す る と
共 に 、 本 体 部 ５ と ラ イ ザ ー 管 ９ と の 相 対 的 な 大 き な 変 位 を 吸 収 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 [第 ７ の 実 施 形 態 ]
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｆ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ ｆ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 部 材 ２ ９ の 上 下 方 向 の 中
間 部 に 、 リ ン グ 状 の 部 材 ４ ５ を 設 け た 点 が 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ と は 異 な り そ の
他 の 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 １ と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 継 手 １ ｆ で は 、 リ ン グ 状 部 材 ４ ５ を 、 上 下 方 向 で 所 定 の 間 隔 を あ け て 、 上 記
可 撓 部 材 ２ ９ に 複 数 設 け て あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 な お 、 上 記 リ ン グ 状 の 部 材 ４ ５ の 外 壁 と 筒 状 の 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 壁 と が 互 い に 接 触
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し 、 上 記 リ ン グ 状 の 部 材 ４ ５ が 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ に 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 記
リ ン グ 状 の 部 材 ４ ５ と 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ と の 固 定 は 、 第 １ の 実 施 形 態 で 可 撓 部 材 ２ ９ の 上
端 部 を 第 ２ の 連 結 部 材 ３ ５ の 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｄ に 固 定 し た 場 合 と 同 様 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 可 撓 部 材 ２ ９ が リ ン グ 状 の 部 材 ４ ５ で 支 持 さ れ て い
る の で 、 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 部 を 海 水 が 流 れ る こ と に よ っ て 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ が 内 側 に 窄 ま
っ て も 、 上 記 可 撓 部 材 ２ ９ の 窄 ま っ た 内 径 が 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 よ り 小 さ く な る こ と は
な い 。 し た が っ て 、 本 体 部 ５ 側 の 円 筒 状 部 位 ５ Ｄ や ラ イ ザ ー 管 ９ の 円 筒 状 部 位 ３ ５ Ｄ の 外
径 や 可 撓 部 材 ２ ９ の 内 径 を 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る も の よ り 小 さ く し て も 、 十 分 な 大 き さ の
流 路 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ラ イ ザ ー 管 ９ と 本 体 部 ５ と を 連 結 す る 場 合 に つ い て 説
明 し た が 、 ラ イ ザ ー 管 等 の 部 材 同 士 を 互 い に 連 結 す る 場 合 に も 、 上 記 各 実 施 形 態 を 適 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 上 記 各 実 施 形 態 に 係 る 継 手 を 、 流 体 を 吸 入 し ま た は 吐 出 す る 第 １ の 開 口 部 を
備 え た 第 １ の 部 材 と 、 こ の 第 １ の 部 材 の 下 部 か ら 離 れ て 上 記 第 １ の 部 材 の 下 部 近 傍 に 位 置
し 、 流 体 を 吸 入 し ま た は 吐 出 す る 第 ２ の 開 口 部 を 備 え た 第 ２ の 部 材 と を 互 い に 接 続 す る た
め の 継 手 で あ っ て 、 上 記 第 ２ の 部 材 を 上 記 第 １ の 部 材 か ら 吊 り 下 げ て 支 持 す る 吊 り 下 げ 支
持 部 材 と 、 上 記 第 １ の 開 口 部 と 上 記 第 ２ の 開 口 部 と の 間 で 流 体 を 流 す た め の 流 体 経 路 を 形
成 す る と 共 に 、 容 易 に 変 形 し う る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 経 路 形 成 部 材 と を 有 す る 継 手 と す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 が 使 用 さ れ て い る 海 水 肥 沃 化 装 置 の 概 略 構 成
を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 海 水 肥 沃 化 装 置 の 平 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 矢 視 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 海 水 肥 沃 化 装 置 の 側 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ｉ Ｖ 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に お け る Ｖ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ４ 】
１ 　 継 手
３ 　 海 水 肥 沃 化 装 置
５ 　 本 体 部
９ 　 ラ イ ザ ー 管
１ １ 　 吸 入 孔
１ ３ 　 支 持 部 材
１ ５ 　 流 体 経 路 形 成 部 材
１ ７ 、 ２ ３ 　 鎖
２ ９ 　 可 撓 部 材
Ｄ １ 　 可 撓 部 材 の 最 も 窄 ま っ て い る 部 位 の 内 径
Ｄ ３ 　 吸 入 孔 の 内 径
Ｄ ５ 　 ラ イ ザ ー 管 の 内 径
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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